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３・４下　題材別カリキュラム

■題材別カリキュラムについて
この資料は，年間指導計画の作成に必要な内容を記載しています。
地域や学校の実情に合わせた年間指導計画のご作成にお役立て下さい。

	ページ・題材名・（配当時間）・
分野
	題材の目標・
［共通事項］との関連・
育てたい子ども像
	主な学習内容
	題材の評価規準の例
（◎は重点化の観点・Aと評価する例）
	主な材料・用具
	関連

	p.8・9
心のもよう
（２～４）

絵に表す
	題材の目標：
自分の気持ちをいろいろな形や色で表すことを楽しみ，表し方や組合せを考え工夫して表す。

〔共通事項〕との関連：
材料や用具を工夫して表した形や色から，自分の気持ちを表すイメージをもつ。

育てたい子どもの姿：
「表したい」という気持ちをもち，自らに問いかけながら自分なりの方法で率直に表そうとする子ども。
	〇自分の気持ちをいろいろな形や色で表す活動への関心や見通しをもつ。
〇カード状の画用紙に，自分の感情や気持ちについて思い描いたイメージになるよう試しながら，形や色を考え工夫して表す。
○自分の思いがより表されるように，カードを並べたり構成したりして表す。
〇友人と作品を見せ合い，よさや面白さを感じ取る。
	（関）自分の気持ちを形や色で表すことを楽しもうとしている。
（想）心や感情について自分の思い描いたイメージが表れるような形や色を考えている。
（技）絵の具や筆などの特徴を生かしながら，濃淡やにじみ，重なりや動きなどの表し方や，カードの組合せ方を工夫している。
（鑑）自分や友人の作品を見て，よさや面白さを感じ取っている。
◎（想）試し表す中から，心や感情について自分の思い描いたイメージが表れるような形や色を考えている。
	教師・児童：新聞紙　など
教師：画用紙，段ボール紙，黄ボール紙，パステル，ローラー，ぼかし網　など
児童：水彩用具一式，クレヨン・パス，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「１-（６）自分の特徴を知って，悪い所を改めよい所を積極的に伸ばす。」と関連が深い。形や色で自分の気持ちを表すことは，今の自分を見つめ直すことでもある。直接言葉で表すことが難しいことでも，形や色を通すことで表現できることがある。



題材別カリキュラム表は下記の内容で構成されています。
1 ページ／題材名／配当時間／分野
・各題材の教科書掲載ページ，題材名などを示しています。
・配当時間は，学校や児童の実情に合わせて柔軟な取り扱いができるよう，基本的に幅をもたせて設定しています。
・分野は，学習指導要領に示された「造形遊びをする」「絵に表す」「立体に表す」「工作に表す」「鑑賞する」に該当する内容を示しています。

2 題材の目標
・各題材での児童の活動の目標を示しています。
3 〔共通事項〕との関連
・学習指導要領に示された当該学年の〔共通事項〕を踏まえて，題材における〔共通事項〕との関連を示しています。
4 育てたい子どもの姿
・題材に取り組むことで育みたい子どもの資質・能力について示しています。
5 主な学習内容
・児童の活動を中心として，授業の流れを追って示しています。

6 題材の評価規準の例／（◎は重点化の観点 ・ Aと評価する例）を設定しました。
・各題材の観点別評価規準の例を示しています。「おおむね満足できる」状況（Ｂ）について記載しています。
・◎は，その題材で重点化してほしい評価の観点について「十分満足できる」（Ａ）の例を記載しています。
・評価規準例の略号は下記のとおりです。
　（関）：造形への関心・意欲・態度
　（想）：発想や構想の能力
　（技）：創造的な技能
　（鑑）：鑑賞の能力
※評価については，一つの題材だけでなく，複数の題材のまとまりの中で４観点をバランスよく押さえていくことが大切です。
以下に中央教育審議会・初等中等教育分科会・教育課程部会『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』（平成22年3月24日）に関して，文部科学省のホームページより関連部分を転載しましたのでご参照下さい。
詳細は以下のサイトをご覧下さい。（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/attach/1292216.htm）

（評価時期）
○授業改善のための評価は日常的に行われることが重要である。一方で，指導後の児童生徒の状況を記録するための評価を行う際には，単元等ある程度長い区切りの中で適切に設定した時期において「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価することが求められる（※７）。
「関心・意欲・態度」については，表面的な状況のみに着目することにならないよう留意するとともに，教科の特性や学習指導の内容等も踏まえつつ，ある程度長い区切りの中で適切な頻度で「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価するなどの工夫を行うことも重要である。
（※７）平成20年1月17日答申においては「１単位時間の授業において評価の４観点（関心・意欲・態度，思考・判断，技能・表現，知識・理解）のすべてを評価しようとしたり，授業冒頭に「進んで取り組んでいるかどうか」をチェックし，チェック終了後授業に入ったりするなど評価のための評価となっている不適切な事例も見られる」との指摘がある。
7 主な材料・用具
・授業で必要な，主な材料や用具について，教師や児童が準備するものを分けて示しています。「教師・児童」と表記したものは，教師と児童それぞれが準備するものです。
8 関連
題材に関連する事項を示しています。必要に応じて幼稚園・保育所との関連，道徳との関連，他の題材との関連，他教科等との関連，中学校の学習内容との関連について分けて示しています。
・幼稚園・保育所との関連
小学校と幼稚園・保育所との学びの連続性を意識し，幼稚園教育要領，保育所・保育指針を踏まえ，幼稚園・保育園と低学年の活動内容のつながりを示しています。
・道徳との関連
道徳と特に関連が深い題材について，小学校学習指導要領解説道徳編を踏まえ，具体的な内容項目を示しています。
・他の題材との関連
他の題材と特に関連が深い題材について，具体的な内容を示しています。
・他教科等との関連
他教科や学級活動，学校行事などと関連を図ることができる題材について，各教科の学習指導要領解説を踏まえ，具体的な内容を示しています。
・中学校の学習内容との関連
小学校と中学校の９年間で一貫して資質や能力を育成する観点から，低・中学年からの積み重ねを基に，中学校学習指導要領解説美術編を踏まえ，高学年と中学校の活動内容とのつながりを示しています。また，技術科との活動内容とのつながりも示しています。
	ページ・題材名・（配当時間）・
分野
	題材の目標・
〔共通事項〕との関連・育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	題材の評価規準の例
（◎は重点化の観点・Aと評価する例）
	主な材料・用具
	関連

	p.8・9
絵の具でゆめもよう
（２～６）
絵に表す
	題材の目標：
絵の具でいろいろな表し方を試しながらつくった紙を使い，形や色，組合せを考えながら工夫して絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
絵の具を使ったいろいろな表し方から生まれる形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
試しながら表すことを楽しみ，多様な方法や表現の面白さを感じ取る子ども。
	〇絵の具でいろいろな表し方を試しながら，様々な模様の紙をつくる方法を考え，活動の見通しをもつ。
〇身近な材料や用具の使い方を工夫して，いろいろな方法で紙に模様を付けることを楽しむ。
〇模様の紙の特徴を生かしながら，コラージュ（貼り絵）をして絵に表す。
〇自分や友人の活動や作品から，よさや面白さなどを感じ取る。
	（関）絵の具でいろいろ試し，表すことを楽しもうとしている。
（想）いろいろな表し方でできる形や色，組合せや，できた紙を使って表すことなどを考えている。
（技）色を重ねたり，絵の具を混ぜたりするなど，いろいろ試しながら表し方を工夫したり，模様の紙の組合せ方を工夫したりしている。
（鑑）自分や友人と工夫したところを見せ合い，よさや面白さを感じ取っている。
◎（想）いろいろな材料や技法から試したいことを思い付いたり，できた模様の特徴をとらえて組合せなどを考えている。
◎（技）表す材料の形や色に着目して特徴を生かし，表し方を考え，工夫している。
	教師・児童：着彩やスタンピングなどができる様々な身辺材　など
教師：画用紙（いろいろな大きさに切っておいたもの，模様の紙を貼り付けるためのＡ３程度のもの），ボール紙，段ボール紙，マーブリングセット，ローラー，トレイ　など
児童：水彩用具一式，はさみ，のり　など
	他の題材との関連：
絵の具を使い，いろいろな表現技法を経験することにより，今後の活動での発想や構想，表現上の工夫の幅が広がる。できるだけ多くの表し方を経験させたい。

	
	
	
	
	
	

	p.10・11
光とかげから生まれる形
暗い場所で
（２～６）
造形遊びをする
	題材の目標：
いろいろな材料を組み合わせてできる影の形や色の映り方を楽しむ。
〔共通事項〕との関連：
光がつくりだす影の形や色の面白さをとらえ，自分なりのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
いろいろ試すことを楽しみ，それによって変わっていく表現の面白さを感じ取る子ども。
	○スクリーンに投影すると面白いと思う材料を持ち寄り，光と影の効果を生かしてどんなことができそうか考える。
○簡単なスクリーンを設置し，友人と協力しながら，影ができる場をつくりだす。
○友人と協力して，影の組合せ方を試しながら，影の形を楽しむ。
○自分たちのつくった影の工夫を発表するとともに，友人の影の面白さや美しさについて話し合う。
	（関）いろいろな材料を組み合わせて新しい影の形や色をつくることを楽しもうとしている。
（想）影にしたい材料を考えたり，新しい影の組合せを思い付いたりしている。
（技）視覚的な効果を試しながら，面白い影の組合せ方を工夫している。
（鑑）光と影の効果を生かした面白さや，友人の表現の工夫やよさを感じ取っている。
◎（想）自分の思いに合うような形や色の影になるように，影にしたい材料を考えたり，新しい影の組合せを思い付いたりしている。
◎（鑑）光と影の効果を生かした表現の意図や工夫を感じ，よさや面白さを伝え合っている。
	教師・児童：投影してみたい材料（空き容器・厚紙・色セロハンなど），セロハンテープ　など
教師：プロジェクタなどの光源，ロール紙・白布など投影スクリーンになるもの，ひも，ビニルテープ，デジタルカメラ　など
児童：はさみ　など
	道徳との関連：
「３-（３）美しいものや気高いものに感動する心をもつ。」と関連が深い。
他教科等との関連：
理科の太陽の動きにおける「影」との関連が深い。光と影との関係を学んだ上で活動することでより発想が広がる。

	明るい場所で
（１～２）
造形遊びをする
	
	○晴天時に影のできる場所で，いろいろなものを組み合わせてできる影に着目し，その影のよさや面白さに興味をもつ。
○影を組み合わせてどんなことができそうか考える。
○友人と協力して，影の組合せ方を試しながら，影の形を楽しみ，デジタルカメラで撮影する。
○自分たちのつくった影の工夫を発表するとともに，友人の影の形の面白さや美しさについて話し合う。
	（関）太陽の光でできる影に関心をもち，いろいろな材料を組み合わせて影の形や色をつくることを楽しもうとしている。
（想）影にしたい材料を考えたり，新しい影の組合せを思い付いたりしている。
（技）視覚的な効果を試しながら，面白い影の組合せ方を工夫している。
（鑑）つくりだした光と影の面白さについて，自分の気持ちを話したり，友人の表現の工夫やよさを感じ取っている。
◎（想）自分の思いに合うような形や色の影になるように，影にしたい材料を考えたり，新しい影の組合せを思い付いたりしている。
◎（鑑）光と影の効果を生かした表現の意図や工夫を感じ，よさや面白さを伝え合っている。
	教師・児童：影の形が面白いと思う材料　など
教師：画板，影を投影する白画用紙，洗濯ばさみ，デジタルカメラ　など
児童：帽子　など
	

	p.12・13
立ち上がれ！ねん土
（２～４）
立体に表す
	題材の目標：
板状にした粘土の立ち上がらせ方を工夫し，切り糸やかきべらなどを使いながら立体に表す。
〔共通事項〕との関連：
立ち上がった粘土の形をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料に働きかけ，いろいろ試しながら自らの意思で形を立ち上げ，主張する子ども。
	○のし棒で板状の粘土をつくり，立ち上げることを知る。
○自分の好きな方法で粘土を立ち上がらせていく。
○用具の使い方を工夫して粘土のバランスや自立を意識し，粘土に働きかけながらつくりたい形をつくる。
○自分や友人の作品のよさや工夫を見付け，伝え合う。
	（関）板状にした粘土を立ち上げ，いろいろな方法で形を変え立体に表すことを楽しもうとしている。
（想）板や棒状の粘土をバランスよく立てる方法を試し，生まれた形からつくりたいものを思い付いている。
（技）粘土の立たせ方や切り糸やかきべらなど用具の使い方を工夫している。
（鑑）自分や友人の作品のよさや面白さを見付けている。
◎（技）切り糸，かきべら，粘土べらなど，用具によるいろいろな効果を試しながら表し方を工夫している。
	教師・児童：粘土板，新聞紙　など
教師：土粘土，粘土べら，かきべら，切り糸，のし棒，霧吹き　など
児童：粘土べら，雑巾
など
	他の題材との関連：
５・６上p.34・35「使って楽しい焼き物」（工作に表す）と関連が深い。用具を使ったり生かしたりする経験を重ねることで，陶芸という用途のあるものをつくる活動においても適切に用具を扱えるようになる。

	p.14・15
コロコロガーレ
（４～６）
工作に表す
	題材の目標：
ビー玉が転がり落ちる仕組みに関心をもち，いろいろな方法や飾りを考えながら，楽しい転がり方を工夫して迷路をつくる。
〔共通事項〕との関連：
材料の形や色をとらえ，ビー玉が楽しく転がるように試しながら，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自らの意思と見通しをもって材料に働きかけ，楽しいことを実現させようと試す子ども。
	○教科書の参考作品やつくり方，あらかじめ教師がつくったものでビー玉が転がる様子を見て，表したいもののイメージをもつ。
○材料の性質を考えながら，迷路の構造の基本となる形をつくる。
○思いに合わせて飾りを付けていく。
○つくった迷路を友人と交換し，楽しく遊んで作品のよさや面白さ，工夫してあるところについて話し合う。
	（関）ビー玉を転がして遊ぶ仕組みに興味をもち，楽しい仕組みをつくることに取り組もうとしている。
（想）楽しい転がり方や，いろいろな仕組みを思い付き，全体の形や飾りを考えている。
（技）ビー玉が転がる仕組みを使った楽しい転がり方や仕組みに合った材料を考え，扱い方を工夫している。
（鑑）作品を交換して遊び，作品のよさや工夫した点などを感じたり，互いに確かめ合ったりしている。
◎（想）楽しい仕組みになるように，ビー玉の変化に富んだ動きや，形や色，材料の組合せを考えている。
◎（技）自分が考えた仕組みになるように何度も試しながら，材料の形や色，強度や飾りなども工夫している。
	教師・児童：身辺材，ビー玉　など
教師：厚紙，工作用紙，段ボール紙，片面段ボール紙，カッターナイフ，カッターマット，釘，金づち，木工用接着剤
など
児童：水彩用具一式，サインペン，はさみ，のり　など
	他の題材との関連：
１・２上p.20・21「おってたてたら」（工作に表す）や１・２下p.26・27「まどをひらいて」（工作に表す）などで紙を折ることや立てることなどについての活動で学んだことが本題材のコースや支柱づくりに生きる。

	p.16・17
まぼろしの花
（２～４）
絵に表す
	題材の目標：
不思議な球根や種から咲く，誰も見たことも聞いたこともないまぼろしの花を，想像を広げて絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
まぼろしの花とその世界を想像しながら形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自由な発想で楽しみながら表現し，その工夫や面白さを味わう子ども。
	○教科書の参考作品を見て，誰も見たことのない「まぼろしの花」について考える。
○球根や種をつくりながら想像したり，「まぼろしの花」という言葉から想像したりして，表したいことに合わせて，表し方を工夫する。
○互いに絵を見せ合いながら，「まぼろしの花」の表し方について，面白いと思うことを話し合い，それぞれの作品の表し方のよさを感じ取る。
	（関）まぼろしの花を想像して，絵に表すことを楽しもうとしている。
（想）まぼろしの花を想像して，伸びる芽や花などの表し方を考えている。
（技）表したいことに合わせて，材料や用具の使い方を工夫している。
（鑑）自分や友人のかいた絵を見て，互いの作品のよさや面白さを味わっている。
◎（想）自分なりのまぼろしの花や花の咲く世界の様子について想像を広げ，形や色の組合せを考えている。
	教師：画用紙（長いものや様々な大きさのもの），黄ボール紙，段ボール紙，紙粘土
など
児童：水彩用具一式，サインペン，クレヨン，パス，はさみ，のり
など
	他の題材との関連：
p.８・９「絵の具でゆめもよう」（絵に表す）や１・２下p.24・25「とろとろえのぐでかく」（絵に表す）などの題材で絵の具を使ったいろいろな表現技法を知ることで，子どもの表現の幅は広がる。この題材のように想像したことを表す題材ではより一層そうした経験が重要になる。

	p.18・19
おもしろアイデアボックス
（４～６）
工作に表す
	題材の目標：
段ボールの特徴を生かしながら，便利に楽しく使える自分だけの収納箱を工夫してつくる。
〔共通事項〕との関連：
段ボールの形や材料の色をとらえ，便利で楽しい箱のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料の特徴を生かしながら工夫して，目的に合う形をつくろうとする子ども。
	○段ボールの特徴を生かした自分なりのアイデアボックスを考える。
○用具や材料の使い方を工夫して，思い思いのアイデアボックスをつくる。
○できたアイデアボックスに実際にものを入れたりして，その機能や工夫した点などについて紹介する。
	（関）段ボールを使って，便利で楽しく使える箱をつくることに取り組もうとしている。
（想）段ボールの特徴を生かした便利で使いやすい，工夫のある箱を考えている。
（技）段ボールの特徴を生かして，用具や材料の使い方を工夫している。
（鑑）自分の箱の工夫を伝えながら，相手の工夫も聞き，そのよさを感じている。
◎（想）段ボールの特徴を生かしながら，形や色の工夫をいろいろ思い付き，便利で使いやすい箱をつくろうと考えている。
◎（技）段ボールの特徴を生かして，用具を的確に使用し，材料の効果的な使い方を工夫している。
	教師・児童：段ボール，包装紙，レース・モール・ひもなどの身辺材　など
教師：色画用紙，片面段ボール，段ボールカッター，カッターナイフ，カッターマット，きり，木工用接着剤，粘着テープ　など
児童：水彩用具一式，はさみ，のり，定規
など
	他の題材との関連：
５・６下P.38・39「１まいの板から」（工作に表す）や中学校技術科へつながる題材である。実際に使うことができるものをつくるためには一定の正確さが求められる。この段階で製作のイメージをもつことで，より手応えのある材料に挑むことができる。
また，算数科の展開図との関連を図ることもできる。

	p.20・21
つつんだアート
とう明なシートで
（２～４）
造形遊びをする
	題材の目標：
いつも使っている場所やものを透明なシートや新聞紙で包み，包んだ場所やものの様子が変わることを楽しむ。
〔共通事項〕との関連：
透明なシートや新聞紙で包むことで生まれる形や色をとらえ，自分のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自らの工夫で身の回りの環境を変えることができることに興味をもち，変化するよさや面白さを感じ取る子ども。
	○普段使っている場所やものを見て，透明なシートでどこをどのように包むか考える。
○友人と協力し，包み方を工夫して透明なシートで場所やものを包む。
○包んだ場所やものを見せ合い，包んだ場所やもののよさや面白さを感じ取り，場所やものの変化の様子を楽しむ。
	（関）場所やものを透明なシートで包んで，場所やものの様子を変えることを楽しもうとしている。
（想）透明なシートで包むと楽しい場所やものを考えている。
（技）場所やものの形に合わせて透明なシートを使った包み方を工夫している。
（鑑）互いに包んだ場所やものを見せ合い，よさや面白さを感じ取っている。
◎（技）シートの透明な感じや包む場所やものの形を生かして，包み方を工夫している。
◎（鑑）互いに包んだ場所やものを見せ合い，よさや面白さ，場所やものの変化を感じ取っている。
	教師・児童：セロハンテープ　など
教師：ポリシート，ビニルテープ　など
児童：はさみ　など
	他の題材との関連：
身近な場所やものを包むことで雰囲気を変える本題材を経験することが，高学年の造形遊びにおいて，周囲の様子などを考え合わせた活動に広がっていく。そのためにも，離れた場所から変化を見るような指導を積極的に行うとよい。

	新聞紙で
（２～４）
造形遊びをする
	
	○普段使っている場所やものを見て，新聞紙でどこをどのように包むか考える。
○友人と協力し，包み方を工夫して新聞紙で場所やものを包む。
○包んだ場所やものを見せ合い，包んだ場所やもののよさや面白さを感じ取り，場所やものの変化の様子を楽しむ。
	（関）場所やものを新聞紙で包んで，場所やものの様子を変えることを楽しもうとしている。
（想）新聞紙で包むと楽しい場所やものを考えている。
（技）場所やものの形に合わせて新聞紙を使った包み方を工夫している。
（鑑）互いに包んだ場所やものを見せ合い，よさや面白さを感じ取っている。
◎（技）包む場所やものの形を生かして，つくりたい形に合わせて新聞紙を使った包み方を工夫している。
◎（鑑）互いに包んだ場所やものを見せ合い，よさや面白さ，場所やものの変化を感じ取っている。
	教師・児童：新聞紙，セロハンテープ　など
教師：粘着テープ
など
児童：はさみ　など
	

	p.22・23
ゆめのまちへようこそ
（２～５）
立体に表す
	題材の目標：
みんなで協力して，段ボールで大きく楽しい夢の街をつくる。
〔共通事項〕との関連：
楽しい街を想像しながら形や色をとらえ，友人と協力してつくる街のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
イメージを膨らませ，友人と力を合わせて，大きな作品ができることに喜びを感じる子ども。
	○みんなで協力して，大きな夢の街をつくることを知り，どんな建物があったら楽しいか考える。
○段ボールカッターの使い方と接着の方法を理解する。
○友人と一緒に段ボールの組合せ方を試しながら，大きな建物をつくる。
○住んでみたい建物になるように色を塗り，建物を並べて，夢の街にする。
○街の中を探検して，建物のよさや段ボールの使い方の工夫を見付け，話し合う。
	（関）友人と協力して，大きく楽しい街をつくろうとしている。
（想）楽しい街の様子を想像しながら，建物などの形や色を考えている。
（技）楽しい街になるように建物や橋などの組合せを考えながら，段ボールや色の使い方を工夫している。
（鑑）街の中を探検しながら，建物などのよさや面白さを見付けている。
◎（想）友人と話し合いながら，住んでみたい楽しい建物の形や色などを考えている。
◎（技）暮らしてみたい楽しい街の様子を考えながら，段ボールや色の組合せ方を工夫している。
	教師・児童：段ボール，新聞紙　など
教師：共同絵の具，段ボールカッター，木工用接着剤，洗濯ばさみ，ハトロン紙　など
	道徳との関連：
「２-（３）友達と互いに理解し，信頼し，助け合う。」と関連が深い。共同で行うことで，１人ではできないこともできるようになるという本題材での経験を，道徳の学習に生かしたい。

	p.24・25
わすれられないあの時
（４～６）
絵に表す
	題材の目標：
心に残ったことを，その時の気持ちが伝わるように表し方を工夫して絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
心に残ったことを通して形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
うれしかったことやその時の気持ちを大切にして表し伝える楽しさを味わう子ども。
	○自分の心に残ったことから，絵に表したいことを考える。
○その時の気持ちが伝わるように，イメージや表現を広げて絵に表す。
○友人と作品について話し合い，表したかったことや表現のよさや面白さを感じ取り，話し合う。
	（関）生活の中で心に残った場面やその時の気持ちを楽しみながら絵に表そうとしている。
（想）心に残ったことの様子を思い出しながら絵に表したい場面を考えている。
（技）その時の気持ちが伝わるように，材料や用具の使い方を工夫している。
（鑑）友人と絵を見せ合いながら，表したかった場面やその時の気持ち，表し方の工夫について話し合い，感じ取っている。
◎（想）心に残ったことについて，周囲の様子も思い出しながら絵に表したい場面を考えている。
◎（技）その時の気持ちが伝わるように，材料や用具の使い方をいろいろと試し，表し方を工夫している。
	教師：画用紙，色画用紙，アイデアスケッチ用紙　など
児童：水彩用具一式，サインペン　など
	他教科等との関連：
学級活動や学校行事など，学校生活の様々なことがテーマとなり得る題材である。日常生活の中にも忘れられない時があることにも気付かせたい。

	p.26・27
つなぐんぐん
木のえだで
（２～４）
造形遊びをする
	題材の目標：
木や棒状のものなどの材料をどんどんつないで，つなぎ方や組合せ方を工夫して活動する。
〔共通事項〕との関連：
長い材料をつないで組み合わせてできる形や色の面白さをとらえ，自分なりのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
小さな材料でも工夫次第で大きな形をつくることができることに喜びを感じ，イメージを膨らませ試しながら活動する子ども。
	○数人のグループに分かれ，場所を生かして，木の枝や棒などをつないでどんなことができそうか考える。
○木の棒や枝を麻ひもなどを使ってしばったり固定したりして，つなぎ方や組合せ方を試しながら，どんどんつないでつくり，つくりかえていく。
○自分たちの活動の工夫を発表するとともに，友人の活動の面白さや美しさについて話し合う。
	（関）木や枝などをつないだり，組み合わせたりする活動に興味をもって取り組もうとしている。
（想）場所を考えながら，棒材をつないだり，組み合わせたりしてできる面白い形を思い付いている。
（技）手の感覚を十分に働かせ，材料の特徴を生かしながら，つなぎ方や組合せ方を工夫している。
（鑑）つないでできる形のよさや面白さ，友人の表現の面白さを感じ取っている。
◎（関）木や枝などをつないだり組み合わせたりする活動に関心をもち，形や空間から感じられるイメージを友人と協力しながら楽しもうとしている。
◎（技）木や枝をつなぐ活動を通して，形の面白さやその場所を意識しながら，いろいろなつなぎ方や組合せ方を工夫している。
	教師・児童：軍手
など
教師：木，枝，麻ひも，ひも　など
児童：はさみ　など
	他の題材との関連：
５・６上p.24・25「立ち上がれ！マイ・ライン」（立体に表す）と関連している。線材を組み合わせて立体的な形ができることを経験することで，針金という線材を使った際にも発想を広げることができる。

	新聞紙で
（２～４）
造形遊びをする
	
	○数人のグループに分かれ，新聞紙の棒をつないでどんなことができそうか考える。
○新聞紙を丸めて棒状にし，テープなどでつなぎながら，つなぎ方や組合せ方を試す。
○新聞紙の棒をどんどんつないで形をつくり，つくりかえていく。
○自分たちの活動の工夫を発表するとともに，友人の活動の面白さや美しさについて話し合う。
	（関）新聞紙の棒を，どんどんつないだり，組み合わせたりする活動に興味をもって取り組もうとしている。
（想）場所を考えながら，新聞紙の棒をつないだり，組み合わせたりしてできる面白い形を思い付いている。
（技）手などの感覚を十分に働かせ，材料の特徴を生かしながら，つなぎ方や組合せ方を工夫している。
（鑑）どんどんつないでできる形のよさや面白さ，友人の表現の面白さを感じ取っている。
◎（関）新聞紙の棒をつないだり組み合わせたりする活動に関心をもち，形や空間から感じられるイメージを友人と協力しながら楽しもうとしている。
◎（技）新聞紙の棒をつなぐ活動を通して，形の面白さに気付いたり，場所の特徴を意識しながら，様々なつなぎ方や組合せ方を工夫している。
	教師・児童：新聞紙，セロハンテープ　など
教師：輪ゴム，色紙，色セロハン　など
児童：はさみ　など
	

	わりばしで
（２～４）
造形遊びをする
	
	○場所やものの形を生かして，割りばしをつないでどんなことができそうか考える。
○割りばしを輪ゴムやビニタイなどでつなぎながら，つなぎ方や組合せ方を試し，どんどんつないでつくり，つくりかえていく。
○自分たちの活動の工夫を発表するとともに，友人の活動の面白さや美しさについて話し合う。
	（関）割りばしをつないだり，組み合わせたりする活動に興味をもって取り組もうとしている。
（想）場所の特徴を考えながら，割りばしをつないだり，組み合わせたりしてできる面白い形を思い付いている。
（技）手などの感覚を十分に働かせ，割りばしの特徴を生かしながら，つなぎ方や組合せ方を工夫している。
（鑑）つないでできる形のよさや面白さ，友人の表現の面白さを感じ取っている。
◎（関）割りばしをつないだり組み合わせたりする活動に関心をもち，友人と協力しながら形や空間から感じられるイメージを楽しもうとしている。
◎（技）割りばしをつなぐ活動を通して，形の面白さに気付いたり，場所の特徴を意識しながら，様々なつなぎ方や組合せ方を工夫している。
	教師・児童：割りばし　など
教師：棒材（竹ひごなど），輪ゴム，ビニタイ，ストロー，モール
など
児童：水彩用具一式，はさみ　など
	

	p.28・29
トロトロ，カチコチ・ワールド
（４～６）
立体に表す
	題材の目標：
布やいろいろな材料を組み合わせた形を液体粘土で固め，想像した世界を立体に表す。
〔共通事項〕との関連：
布や材料が液体粘土で固まってできる形や材料の色をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
今の姿とは違う様子を予想しながら工夫して形に表していこうとする子ども。
	○自分の表したい世界を想像し，交流したり，液体粘土の扱い方を共有したりして，活動のイメージをもつ。
○材料の組合せ方や布の様子などから，自分の想像した世界に合う形や感じにする。
○固まった形に，色を塗ったり，様々な材料を組み合わせたりして，自分の想像した世界をつくる。
○作品を友人と見せ合い，それぞれの想像した世界の面白さや，感じの違いなどについて話し合う。
	（関）自分の想像した世界を液体粘土で表す活動を楽しもうとしている。
（想）自分の表したい世界を思い付き，液体粘土や他の材料を生かして，形や色，組合せなどを考えている。
（技）材料を切ってつないだり組み合わせたり，いろいろ試しながら表し方を工夫している。
（鑑）自分の気持ちを話したり，友人の話を聞いたりしながら，作品のよさや美しさなど表現の工夫をとらえている。
◎（想）自分の表したい世界を思い付き，液体粘土や他の材料の特徴を生かして，思いに合う形や色，組合せなどを考えている。
	教師・児童：布（古タオルなど），身辺材
など
教師：液体粘土，バケツ（液体粘土を入れる容器），段ボールカッター，木工用接着剤，化学接着剤　など
児童：水彩用具一式，はさみ　など
	他の題材との関連：
５・６下p.32・33「いっしゅんの形から」（立体に表す）との関連が深い。本題材で液体粘土を使うことで布や様々な材料が固まることを知る。その経験が，高学年で１枚の布を固めてできた形を見立てるという，より発展的な活動につながる。

	p.32・33
大すきな物語
（６～８）
絵に表す
	題材の目標：
物語の好きな場面の様子を想像し，形や色の組合せを考えて絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
物語の好きな場面の様子を想像しながら形や色をとらえ，表したいイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
物語の情景を様々に思い浮かべながら，絵に表してさらに想像を広げることを楽しむ子ども。
	○好きな物語を選んで読んでおく。
○気に入った場面をいくつか選び，アイデアスケッチをするなどして，かきたい場面を決める。
○形や色の組合せを考えて心に残った場面を工夫して表す。
○自分や友人の作品を互いに見ながら，どのような気持ちで想像してかいたのか，表し方について話し合う。
	（関）物語の好きな場面の様子を想像し，工夫しながら絵に表すことを楽しもうとしている。
（想）物語の好きな場面の様子を想像し，表したい場面の形や色などを考えている。
（技）心に残った場面の様子や自分の気持ちに合わせて，描画材を選んだり絵の具の使い方や表し方を工夫している。
（鑑）作品を友人と見せ合って話し合い，よさや面白さなど表現の工夫などをとらえている。
◎（想）アイデアスケッチなどの方法で形や色の感じを確かめたり組合せを試したりしながら，どのように表すかを考えている。

	教師：画用紙，色画用紙　など
児童：水彩用具一式，サインペン，クレヨン・パス　など
	道徳との関連：
「１-（５）自分の特徴に気付き，よい所を伸ばす。」
「３-（３）美しいものや気高いものに感動する心をもつ。」などと関連が深い。
他教科等との関連：
国語科の教科書に掲載されていたり，紹介されていたりする物語を取り上げることもできる。その際は挿絵などの影響について留意する必要がある。

	
	
	
	
	
	

	p.34・35
ギコギコクリエーター
ギコギコ名人
（４～６）
工作に表す
	題材の目標：
のこぎりの扱いに慣れ，切ってできるいろいろな形や長さの木や板を組み合わせてできる形を基に表したいものを思い付き，つなぎ方を工夫して表す。
〔共通事項〕との関連：
のこぎりで切った木の形や材料の色をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料に向き合い，用具を使って，耐久性と実用性のある作品をつくる手応えに喜びを感じ，意欲的に活動する子ども。
	○教科書を見て，のこぎりの正しい使い方を知る。
○木でできた身近なものを思い浮かべ，板や木切れなどを切った形を基に，生活に使えるものをつくる。
○色を塗ったり飾りを付けたりして，工夫して表す。
○作品を友人と見せ合い，表し方の工夫や木のつなぎ方による感じの違いなどを話し合う。
	（関）のこぎりで木を切ることに興味をもち，思い付いたものをつくることに取り組もうとしている。
（想）木や板を切って組み合わせてできる形から，自分の表したいものを思い付いている。
（技）材料の形を生かしながら，つなぎ方を工夫している。
（鑑）自分と友人の作品を見て，表し方のよさや面白さなど表現の工夫をとらえている。
◎（想）木や板を切ってできる形をとらえ，特徴を生かしてつくりたいものを考えている。
◎（技）のこぎりの正しい使い方を知り，切ってできる様々な形や長さの板や自然材の組合せ方やつなぎ方を工夫している。
	教師：板，角材，釘，金づち，のこぎり，クランプ，万力，共同絵の具，木工用接着剤
など
児童：水彩用具一式
など
	他の題材との関連：
高学年での木材を使った工作や，中学校の技術科へとつながる題材である。初めてのこぎりを使用する題材であるため，実際に切り方を例示しながら適切な扱いを指導する。

	わくわく楽き
（４～６）
工作に表す
	
	○教科書を見て，のこぎりの正しい使い方を知る。
○空き容器とたこ糸を使って音が鳴る仕組みを生かして楽器をつくる。
○どんな形や色にしたら楽しい楽器になるか考え，それに合わせて木や板を切る。
○色を塗ったり飾りを付けたりして，工夫して表す。
○友人とできた作品で演奏し，表し方の工夫や木のつなぎ方による感じの違いなどを話し合う。
	（関）のこぎりで木を切ることに興味をもち，楽器をつくることに取り組もうとしている。
（想）音の鳴る仕組みを知り，自分の表したい楽器の形や色について考えている。
（技）材料の形を生かしながら，つなぎ方を工夫している。
（鑑）友人と一緒に演奏し，表し方のよさや面白さなどをとらえている。
◎（想）自分の表したい楽器の形や色について，材料の特徴を生かしてつくりたいものを考えている。
◎（技）のこぎりの正しい使い方を知り，切ってできる様々な形の板などを使って，組合せ方やつなぎ方を工夫している。
	教師：板，角材，紙コップ，たこ糸，釘，金づち，のこぎり，クランプ，万力，共同絵の具，木工用接着剤
など
児童：水彩用具一式
など
	

	p.36・37
光のさしこむ絵
（２～４）
絵に表す
	題材の目標：
光を通すことによって生まれる形や色の美しさに関心をもち，光の効果や材料の特徴から想像を広げ，絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
材料を光に通してできる形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料の特徴を把握しながら，自分の表現に生かす子ども。
	○いろいろな材料に光を通し，光を通すことで見える形や色の面白さに気付く。
○材料を光に通した面白さを試しながら表したいことを見付けたり，材料の組合せを考えて色を選んだり，形を考えるなど工夫して表す。
○友人と作品を見せ合い工夫したことを話し合いながら，材料を光に通した形や色の面白さを感じ取り，光の効果を生かした表し方のよさを味わう。
	（関）光を通すことによって生まれる形や色の面白さに興味をもち，絵に表す活動に取り組もうとしている。
（想）光の効果や材料の特徴を生かし，いろいろ試しながら表したいことを考えている。
（技）光を通すことによって効果的な表現になるように材料の使い方を考え，工夫している。
（鑑）互いの活動や作品を見せ合い，光を通すことで見え方が変化するよさや面白さを味わっている。
◎（想）材料に光を通した面白さが効果的に見える組合せ方を試しながら，光を通した形や色のよさや面白さを生かそうと考えている。
	教師・児童：光を通す材料（色セロハン・透明な空き容器・たまごパック・ビニルシート・プラスチック段ボールなど），セロハンテープ　など
教師：お花紙（薄紙），刷毛，カッターナイフ，木工用接着剤，化学接着剤　など
児童：水彩用具一式，サインペン，はさみ
など
	他の題材との関連：
p.10・11「光とかげから生まれる形」（造形遊びをする）や５・６上p.36・37「光のハーモニー」（造形遊びをする）との関連を図ることができる。
光を通す材料には低学年から繰り返し触れているが，光が通る時の見え方の変化や，材料の重なりによる形や色の変化や面白さに気付かせるようにしたい。

	
	
	
	
	
	

	p.38・39
すみですみか
小さなすみか
（２～４）
造形遊びをする
	題材の目標：
学校の中の場所の様子を基に，そこにあると面白いすみかの形や色を考え，身の回りにある材料を生かしてつくる。
〔共通事項〕との関連：
身近な場所や材料の形や色をとらえ，すみかをつくるイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
身の回りにある場所に関心をもち，その特徴やよさを感じ取り，新しい場所につくりかえることを楽しむ子ども。
	○校庭のすみなどを見て回りながら，小さい住人が住むすみかがどのようなものか想像する。
○つくる場所を決めて，その場所に合ったすみかをつくる。
○周りにあるいろいろな材料を見付け，使い方を試しながら，つくりたいすみかをつくる。
○つくったすみかやその住人などについて友人と紹介し合う。
	（関）身近な場所の様子を基に考えたすみかをつくることに取り組もうとしている。
（想）学校の中で見付けた場所の様子に合ったすみかの形や色を考えている。
（技）場所を基に考えたすみかの形や色に合った材料の組合せ方を工夫している。
（鑑）友人が見付けた場所と，すみかの形や色の面白さを感じ取っている。
◎（想）学校の中で見付けた場所から想像を膨らませて，その場所の様子に合ったすみかの形や色を考えている。
	教師・児童：活動場所で集めた木の葉・木の枝・小石などの材料　など
教師：紙粘土，段ボール，紙バンド，段ボールカッター，カッターナイフ，粘着テープ
など
児童：はさみ，のり
など
	他の題材との関連：
高学年の造形遊びにおける，周囲の様子を考え合わせる活動につながる題材である。特定の場所を選び，その場所にある材料を生かして変化させる活動であるため，客観的に場所の様子を見るように促したい。
また，１・２下p.36・37「だんだんだんボール」（造形遊びをする），p.22・23「ゆめのまちへようこそ」（立体に表す）など，段ボールの中に入る面白さを味わうことで，高学年では場所を変化させることを楽しむ活動につながる。
いずれの場合も使用する材料は人が出入りすることなど，強度も考え合わせて選ぶようにしたい。

	大きなすみか
（２～４）
造形遊びをする
	
	○自分たちのすみかをつくるとしたら，どの場所が活用できそうか考える。
○いろいろな材料を試しながら，つくりたいすみかをつくる。
○友人と，つくったすみかやそこでの暮らし方などを紹介し合い，互いのすみかのよさや面白さに気付く。
○できたすみかを互いに訪問し合う。
	（関）身近な場所の様子を基に考えたすみかをつくることに取り組もうとしている。
（想）学校の中で見付けた場所の形状に合ったすみかの形や色を考えている。
（技）場所の形状を基に考えたすみかの形や色に合った材料の組合せ方を工夫している。
（鑑）友人が見付けた場所と，そこに合わせてつくりだしたすみかの形や色の面白さを感じ取っている。
◎（想）場所を基に考えたすみかの形や色に合った材料の組合せ方をいくつも試したり，中に入っても壊れない方法を考えたりしている。
	教師・児童：段ボール　など
教師：模造紙，画用紙，共同絵の具，段ボールカッター，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤，粘着テープ，両面テープ　など
児童：はさみ，のり
など
	

	p.40・41
幸せを運ぶカード
（４～６）
工作に表す
	題材の目標：
飛び出す仕組みを基に，伝えたいことが楽しく伝わる表し方を考えてカードをつくる。
〔共通事項〕との関連：
動いたり飛び出したりする仕組みから，カードの形や色のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
相手の気持ちを考えながら，形や色，仕組みを工夫して表し自分の思いを伝えようとする子ども。
	○教科書を見て，飛び出す仕組みをつくってみる。最初は不用な紙などを使い，面白い動きになるように試す。
○飛び出すようにするものの形を考え，使う仕組みを選び，色画用紙などでつくる。
○色紙や包装紙，モール，サインペンなどを使って装飾する。
○カードの表にも形や模様，メッセージなどをかいたり，途中で思い付いた新しい仕組みや飾りを加えたりする。
○できたカードを見せ合い，面白さやよさについて話し合う。
	（関）飛び出す仕組みに興味をもち，楽しく伝わるカードをつくることに取り組もうとしている。
（想）もらった人が楽しくなるようなカードを思い付き，伝えたいメッセージが伝わるように，絵や模様，文字や動きを考えている。
（技）飛び出す仕組みをいろいろ試すとともに，自分らしい絵や模様，文字や動きや面白さなど，装飾を工夫している。
（鑑）友人と作品を見せ合い，自分と友人の表し方の違い，材料や仕組みの組合せによる感じの違いなどをとらえている。
◎（想）思いに合わせた形や動きになるように，形や色を考えたり，思い付いた仕組みの動きを加えることなどを考えたりしている。
	教師・児童：身辺材
など
教師：画用紙，色画用紙，色紙，折り紙，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤　など
児童：水彩用具一式，サインペン，クレヨン・パス，色鉛筆，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「２-（２）相手のことを思いやり，進んで親切にする。」と関連が深い。メッセージを伝えたい相手を想起し，相手のことを考えながらつくるという活動を道徳の指導の際に生かすことができる。

	p.42・43
森のげいじゅつ家
（４～６）
立体に表す
	題材の目標：
木の材料を組み合わせてつくりたいものを考え，立体に表す。
〔共通事項〕との関連：
木の材料を組み合わせて形や色をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料の使い方や組合せ方を試しながら表現につなげていく子ども。
	○材料の特徴を生かしながらつくりたいもののイメージをもつ。
○のこぎりや金づちなどの扱い方に留意し，材料をつないだり，組み合わせたりする。
○材料の特徴を生かした表現のよさや楽しさを感じ取りながら鑑賞する。
	（関）木の材料を組み合わせてつくることを楽しもうとしている。
（想）木の材料に触れて，つくりたい形を考えている。
（技）材料の形を生かして組合せ方や表し方を工夫している。
（鑑）材料の特徴を生かした表現のよさや楽しさを見付けている。
◎（技）材料の特徴を生かしてのこぎりで切り，つなぎ合わせるなど，組合せ方を工夫している。
	教師・児童：木・枝・板材・木の実などの自然材，身辺材　など
教師：のこぎり，釘，金づち，木工用接着剤，クランプ　など
児童：水彩用具一式
など
	道徳との関連：
「３-（２）自然のすばらしさや不思議さに感動し，自然や動植物を大切にする。」と関連が深い。木や枝といった自然材の形や色を生かして立体にする活動の中で，自然のすばらしさや不思議さを感じられるようにしたい。

	p.44・45
ゴー！ゴー！ドリームカー
ゴムの力で
（６～８）
工作に表す
	題材の目標：
ゴムや風の力で動く仕組みを知り，楽しい形や色の車をつくる。
〔共通事項〕との関連：
ゴムや風の力で動く仕組みから，楽しい車の形や色のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
仕組みを生かして工夫しながら，自分の思いをよりよく実現させていくことに喜びを感じる子ども。
	○教科書を見てゴムの力で動く仕組みを理解し，楽しい車をつくることに興味をもつ。
○どんな車にすると面白いか考えたり，アイデアスケッチなどをする。
○スムーズに動くかどうか試しながら仕組みをつくる。
○自分が考えた車になるように，いろいろな材料を使って車を装飾する。
○できた車で楽しく遊び，自分や友人の車の工夫について話し合う。
	（関）ゴムの力で動く仕組みに関心をもち，楽しい車をつくることに取り組もうとしている。
（想）あったらいいなと思う楽しい車を思い付き，自分の思いに合った形や色を考えている。
（技）車が動くように仕組みをつくり，自分の思いに合った飾りなどを工夫している。
（鑑）作品を動かして遊び，工夫した点などを友人と話し合い，そのよさや面白さを感じ取っている。
◎（想）材料を選んだり組み合わせたりして，あったらいいなと思う車に合った形や色を考えている。
◎（技）自分の思いに合った動きや様子になるように，試しながら仕組みをつくりかえ，表し方を工夫している。
	教師・児童：空き箱，ペットボトルキャップ　など
教師：色画用紙，厚紙，片面段ボール，段ボール，輪ゴム，ストロー，たこ糸，竹ひご，カッターナイフ，カッターマット，きり，木工用接着剤，化学接着剤　など
児童：はさみ，のり
など
	他教科等との関連：
理科のゴムや風の力の学習で学んだことを生かして活動できる題材である。理科との違いは動力として活用するだけでなく，自分の表したい形や色で車をつくることであり，飾ることで動かし方に工夫が必要になることも気付かせたい。

	風の力で
（４～６）
工作に表す
	
	○教科書を見て動く仕組みを理解し，風を受けて走る楽しい車をつくることに興味をもつ。
○どんな車にすると面白いか考えたり，アイデアスケッチなどをする。
○スムーズに動くかどうか，車輪のつくり方や材料を試しながら仕組みをつくる。
○自分が考えた車になるように，いろいろな材料を使って車を装飾する。
○できた車で楽しく遊び，自分や友人の車の工夫について話し合う。
	（関）風の力で動く仕組みに関心をもち，楽しい車をつくることに取り組もうとしている。
（想）あったらいいなと思う楽しい車を思い付き，自分の思いに合った形や色を考えている。
（技）車が動くように仕組みをつくり，自分の思いに合った飾りなどを工夫している。
（鑑）作品を動かして遊び，工夫した点などを友人と話し合い，そのよさや面白さを感じ取っている。
◎（想）材料を選んだり組み合わせたりして，あったらいいなと思う車に合った形や色を考えている。
◎（技）自分の思いに合った動きや様子になるように，試しながら仕組みをつくりかえ，表し方を工夫している。
	教師・児童：空き箱，ペットボトルキャップ，うちわ　など
教師：色画用紙，厚紙，片面段ボール，段ボール，ストロー，たこ糸，竹ひご，カッターナイフ，カッターマット，きり，木工用接着剤，化学接着剤　など
児童：はさみ，のり
など
	

	p.46・47
ほってすって見つけて
（４～８）
絵に表す
	題材の目標：
感じたことや想像したことなどを木版画に表すために，彫刻刀の扱いに慣れ，木版画の特徴を理解し工夫して表す。
〔共通事項〕との関連：
彫刻刀で彫ったことによって生まれる形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
木版画の技法の特徴を知り，試しながら多様で意外性のある表現に興味と喜びを感じる子ども。
	〔単色木版〕
○木版画の特徴を知り，彫刻刀で思いのままに彫ることを楽しむ。
○日頃の生活で印象に残っていることや，表してみたいことなどから版に表すものを決める。
○版木に下絵をかいて彫る部分を決める。
○彫り方を工夫しながら表す。
○インクの量やローラーの使い方などを考えて刷る。
＊刷った後にクレヨンなどで彩色したり，裏から水彩絵の具で着色したりしてもよい。
○版づくり，刷りの段階で友人と見せ合い，工夫した点を話し合う。
〔板切れを組み合わせて〕
○選び出した板切れを用紙の上で組み合わせたり配置したりしながら，見立て活動をする。
○見立てた板切れを彫刻刀で彫って，自分のイメージに合った模様にしていく。
○見立てた板切れを画面に配置して刷る。
○刷った周囲にサインペンや絵の具でかき加えるなどしてイメージを深めていく。
○板切れの使い方，色の効果など，作品を見せ合いながら友人と話し合う。
	（関）彫刻刀を使う活動を楽しみながら，木版に表すことに取り組もうとしている。
（想）日頃の生活で印象に残ったことなどを思い出したり，想像したことを基に，版に表したいことを考えている。
（技）彫る部分を考え，彫刻刀の特性を生かして版をつくったりするなど，表し方を工夫している。
（鑑）友人と製作過程での気付きを話したり，できた作品を見せ合い，話し合いながら，表現のよさや工夫を感じ取っている。
◎（技）彫る方向，彫る部分と彫り残す部分など，見通しをもって効果的な表し方を工夫している。
◎（鑑）友人と製作過程での気付きを話したり，完成作品を見せ合い話し合ったりして，形や色の組合せ，刷り方の工夫などについて，よさや面白さをとらえている。
	教師・児童：新聞紙
など
教師：版画用紙，版木，板切れ，版画用具一式　など
児童：彫刻刀，水彩用具一式，サインペン，クレヨン・パス　など
	他の題材との関連：
５・６上p.44・45「刷り重ねて表そう」（絵に表す），５・６下p.42・43「版から広がる世界」（絵に表す）などとの関連が深い。
初めて彫刻刀に触れる題材であり，適切な扱いを身に付けることで，その後の活動が広がっていく。
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	主な材料・用具
	関連

	p.48・49
からだでかんしょう
（１～４）
鑑賞する
	題材の目標：
美術作品の形を真似ることから作品の形や色の面白さに気付き，作品のよさを味わう。
〔共通事項〕との関連：
体を使って作品の形や色をとらえ，作品のよさや面白さを味わい，自分なりのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
感じ取り方には多様な方法があることに興味をもち，体全体を使ってよさや面白さを味わおうとする子ども。
	○美術作品を鑑賞して，その形，色，組合せから受ける感じについて話し合う。
○作中の人物のポーズ，あるいは作品の感じから受ける印象を体で表す。
○自分なりに体のポーズを工夫するとともに，友人との話し合いを通して，よりよくしたり協力したりして表す。
○体で表してみて気付いた作者の意図や友人の表し方との違いについて話し合う。
	（関）体を使って作品のよさを感じる楽しさを味わおうとしている。
（想）作品の特徴を見付け，表したい形を考えている。
（技）作品や作品から受けた感じを表すために，体の使い方を工夫している。
（鑑）作品を真似るために作品の特徴をとらえたり，体で味わって気付いたことや面白さを友人に伝えたり，感じ取ったりしている。
◎（鑑）体を使っていろいろ試みながら味わうとともに，気付いたことや面白さを友人に伝え，友人が気付いたことを受けとめている。
	教師：美術作品の図版，投影機器　など
児童：筆記用具　など
	他教科等との関連：
体育科のバランスをとる運動との関連が深い。絵や彫刻などには実際に真似てみると窮屈な姿勢をとる必要があるものがある。全身を使って鑑賞することによって気付くこともあり，また真似をすること自体が表現活動にもなる。


授業以外のページ
	ページ
題材名
	掲載内容
	ページの活用方法

	p.2～4
教科書美術館
光とかげの世界
	児童が，身近にある光や影のもつ造形的な美しさや効果に関心をもてるように，光と影を効果的に使った作家作品や活動，祭りの情景を掲載している。
身近なものを使っていても，光の当て方でものの見え方や影の形が変化すること，光を使った様々な表し方があることを知り，表現に生かすことができるように構成している。
	関連した題材で適宜扱うものとする。

	p.6・7
オリエンテーション
見つけたよ ためしたよ
	オリエンテーションは，この学年の児童が1年間の活動を見通すことができるように設定している。様々な活動において発想や構想を広げ，創造的な技能を発揮し，友人と作品を見せ合い，感性を働かせながらつくりだす喜びを味わっている姿を掲載している。
「見つけたよ ためしたよ」という言葉には，友人と一緒に活動を楽しみながら，自分や友人の工夫に気付き，その喜びを友人と共有しながら活動してほしいという願いを込めている。
	学年の最初や関連した題材で適宜扱うものとする。

	p.30・31
図画工作の広がり
遊びとおもちゃ ざいりょうを生かして
	様々な材料を生かしてつくられた日本の伝統的な楽しい郷土玩具を紹介している。
いろいろな郷土玩具の図版を見ることで形や色の面白さに気付き，動き方や飾り方を想像したりすることで玩具に表れる地域の特色に気付くことができるように構成している。
	他教科などや道徳の時間などとも関連させ，必要に応じて適宜扱うものとする。

	p.50・51
ぞうけいのもり
見て・感じて・考える
手と道具
	児童が，図版を見ながら自由に様々なイメージをもつことで発想や構想を広げ，想像する楽しさを体験し，表現への意欲がもてるように設定した。
いろいろな道具と，動作をしている手の図版を見ることで，道具の形や手の動きについて気付き，道具と手の役割について考え，表現活動に生かしていくことができるように構成している。
	他教科などや道徳の時間などとも関連させ，必要に応じて適宜扱うものとする。

	p.52～57
使ってみよう ざいりょうと用具
	自分のイメージを表すため，材料や用具の特徴について知り，安全で適切な扱い方を身に付けられるように設定した。学習指導要領に示された材料や用具を中心に掲載している。
木版画の用具と使い方，彫刻刀の種類，木版画の技法，のこぎりの種類と使い方，万力とクランプの使い方，絵の具を使った表し方について掲載している。
	関連した題材で適宜扱うものとする。


















